




評価グリッド・調査結果表

評価項目 大項目 中項目 必要な情報・データ(指標） 情報源 情報収集方法 調査結果

上位目標はチリ国
の国家政策に合致
しているか

・本プロジェクト
開始後にその上位
目標に影響を与え
るような（重要性
を高めるか低下せ
しめるような）、
政治的・社会的変
化はあったか

・土壌・水保全に対するチリ国のニーズは高い
か
・土壌・水保全に対する地域のニーズは高いか
・プロジェクト開始以後、優先度の変更はある
か（外部条件）

国家政策
その他資料
専門家
農業省

資料レビュー
聞き取り
質問票

・2001年に策定された「Una Policai de Estado
para la Agricultura Chilena Periodo2000-2010」
はi)農牧業の国際競争力の強化、ii)小規模農

家の収入および生活の向上、iii)天然資源の
持続的利用を通じた農牧業の発展、を掲げ
ている。内陸乾燥地における持続的農業開
発を目的とする土壌・水保全技術を実証・
確立し波及をするという本プロジェクトの
計画はチリ国の国家政策（特に上記計画の
ii)およびiii)）に合致しているといえる。

プロジェクト目標
はチリ国の国家政
策に合致している
か、上位目標達成
に貢献するか、ま
たターゲットグ
ループのニーズと
合致しているか

・本プロジェクト
開始後にそのプロ
ジェクト目標に影
響を与えるような
（重要性を高める
か低下せしめるよ
うな）、政治的・
社会的変化はあっ
たか
・上位目標達成の
ための手段として
適切であるか

・土壌・水保全に対する住民のニーズは高いか
・対象住民の規模・男女比等は適切か

専門家
C/P
農業省
住民（農家）

質問票
聞き取り

・上記のとおり、本プロジェクトはチリ国
の政策と合致している。
・農民は新しい技術の導入を積極的に希望
しており、本プロジェクトへの関心も高
い。

カウンターパート
機関としてINIAを
選定したことの妥
当性

・チリ国の土壌・
水保全対策におけ
るINIAの位置づけ
に変化はあったか

・INIAと関連機関との連携 農業省
専門家

資料レビュー
聞き取り

・現場への技術普及・農民支援活動は、
INIAの本来業務ではなく、実施機関として
の妥当性という点で疑問が残る。

プロ目、上位目標
は我が国の援助方
針に合致している
か

・土壌・水保全に
かかる援助は我が
国の援助方針の重
点項目であるか

援助方針
国別事業実施
計画

資料レビュー ・本プロジェクトは我が国の政策と合致し
ている。

日本の技術の優位
性はあるか

・日本に土壌・水
保全対策における
ノウハウが蓄積さ
れているか。

専門家
資料

聞き取り
資料レビュー

・不耕起栽培技術については日本はパラグ
アイ等で20年余りの経験と実績を有してい
る。

他のプロジェクト
（各国や日本の他
の援助プロジェク
ト等）との整合性

・他の援助機関の
政策に合致してい
るか
・他の援助機関の
政策への影響力は
どうか
・他の援助機関で
の優先順位、コ
ミットメントはど
うか

・他のプロジェクトとの重複、補完状況 専門家
農業省
C/P

質問票
聞き取り

プロジェクト目標
の達成の度合い

・現時点でのプロ
ジェクト目標の達
成度及びプロジェ
クト終了時におけ
る見込みはどうか

・設定された2つの指標・目標値は適切か、ま
た指標の推移はどうか
・入手手段は適切か

専門家
農業省
C/P

資料レビュー
聞き取り
質問票

・指標の達成度については「実績グリッ
ド」参照。
・2つの指標は、プロジェクト目標の達成度
を評価するために十分ではないと考えられ
るため終了時評価時に明確化の必要あり。

プロジェクト目標
は明確か

・目標が関係者で
共有されているか
・変更が必要な場
合、関係者間の合
意はあるか

・PDMの変更点およびそのプロセスの確認 専門家
C/P
農業省

聞き取り ・PDMの変更については、中間評価レポー
トを参照。

目標達成に対する
成果の貢献度

・プロジェクト目
標達成度が高いと
すれば、それは本
プロジェクトの実
施の結果だといえ
るか

専門家
農業省
C/P

聞き取り
質問票

・本プロジェクトの成果はいずれもプロ
ジェクト目標の達成に直結すべく設定され
ている。
・成果レベルの指標は満たされているもの
の、指標が成果を適切かつ十分に表してい
るかどうかの議論が必要である（「実績グ
リッド」を参照）。

その他 ・外部条件の影響 ・促進要因（プロジェクト活動以外にプロジェ
クト目標達成に貢献したあるいはしそうな要
因）
・阻害要因（プロジェクト活動以外にプロジェ
クト目標達成にマイナスに作用したあるいはし
そうな要因）

専門家
農業省
C/P

聞き取り
質問票

・ 促進要因として、INDAP、PRODESAL、
CONAF等の行政機関が現状を踏まえた支援
プロジェクトの用意、農家との信頼関係の
形成、作業委員会の活動等が挙げられる。

・ 阻害要因としては灌漑事業の補助金算定
方法が変更され、全体として農家負担が増
となったため、灌漑技術の導入が抑制され
たと考えられる。

効率性

投入された資源量
に見合った成果が
達成されているか

・投入の質、量、
タイミングは適切
であったか
・外部条件、前提
条件の影響はあっ
たか
・より低いコスト
で達成する代替手
段はなかったか
・同じコストでよ
り高い達成度を実
現することはでき
なかったか

・投入は充分に使用されているか
・コストは妥当であるか
・環境、社会への影響
・他の類似プロジェクトとの比較

専門家
C/P
現場踏査

資料レビュー
聞き取り
現場視察
質問票

1.　投入について
・日本側の投入については、長期（一部赴
任の遅れあり）・短期専門家の派遣、機材
供与は、質、量、タイミングいずれも適切
であり、活動の実施、成果の達成のために
よく活用されている。
・チリ側の投入についても、ほぼ計画通り
であった。
2.　指標の達成度について

・「実績グリッド」参照。最小流域(MMC)
を対象とした農業開発計画は、内陸乾燥地
の他の地域においても応用可能なモデル的
な開発計画として、2つのMMCを対象とし
て作成されている。開発計画の主要部分は
土地利用計画が占めており、営農モデル計
画、事業実施計画などが併せて作成されて
いる。これらの内容は、C/Pとの度重なる話
し合い、作業委員会での検討を経て決めら
れたものである。なお、提言にある合同調
整委員会への報告は、平成15年6月に開催さ
れた委員会で実施している。

有効性

妥当性



評価グリッド・調査結果表

投入および活動
と、成果の関係

・投入は成果の達
成のために充分活
用されているか
・成果の達成と活
動の関係

・投入以外に成果の達成を促進・阻害した要因
はあるか。

専門家
C/P
現場踏査

聞き取り
質問票

・成果の発現は、投入・活動の結果であ
り、投入・活動がなければ、実践・普及さ
れないものである。

その他 ・外部条件の影響 ・促進要因（プロジェクト活動以外に成果達成
に貢献したあるいはしそうな要因）
・阻害要因（プロジェクト活動以外に成果達成
にマイナスに作用したあるいはしそうな要因）

専門家
C/P

聞き取り
質問票

・有効性の促進・阻害要因と同様。

上位目標達成の見
込み

・プロジェクトの
結果、上位目標の
発現が見込まれる
か
・上位目標の達成
によりチリ国開発
計画へのインパク
トは見込めるか
・上位目標の達成
を貢献・阻害する
要因はあるか

農業省
専門家
C/P

聞き取り
質問票

・上位目標達成のための農業開発計画の作
成、それに基づいた開発事業の実施はチリ
側関係機関の重要な役割である。チリ国は
農業研究機関、開発事業実施機関などの組
織と支援プログラムがしっかりしており、
内陸乾燥地の小農を支援する国及び州政府
の政策が変わらなければ、持続的農業と貧
困緩和の推進という上位目標の達成は可能
であると思われる。ただ、INIAは農業技術

の研究機関であるので、INIAに蓄積された
技術を内陸乾燥地の開発に効率的に生かす
ためには、農業省及び州・県政府の積極的
なイニシアティブの発揮が極めて重要であ
る。

プロジェクト目標
と上位目標の因果
関係

・プロジェクト目
標と上位目標は乖
離していないか
・外部条件は満た
されるか

・上位目標とプロジェクトには乖離がある
ため現地で議論の必要がある。

・実施機関の組織
や関連制度、財
政、技術変革等へ
の影響はあったか

・組織図上の位置
付け、予算、人
員、権限に変化が
あったか、あるい
はあると予測され
るか
・そのような変化
は本プロジェクト
の影響と見られる
か

農業省
専門家
C/P

聞き取り
質問票

・ 正のインパクトとして、i)　温室グルー

プが設立された、ii)　関連機関がプロジェ

クトの手法を理解するようになった、iii)
プロジェクトの成果のINDAPの補助内容の
改善につながった、などが挙げられる。そ
の他、正のインパクトについては、「終了
時評価調査事前資料」を参照。
・負のインパクトとして、農民の援助依
存、またサンホセ地区以外の地域から
INDAPの予算配分への不満が出てきてい
る

実施機関以外への
影響

本プロジェクトは
外部（他の政府機
関、一般国民、そ
の他プロジェクト
関係者以外)に何ら
かのプラスあるい
はマイナスの影響
を与えたか、ある
いは与える可能性
があるか

・他のセクターとの連携はあったか 農業省
専門家
C/P

聞き取り
質問票

その他 ・その他波及効果
を含め、予想され
た或いは予期しな
かったプラス、マ
イナスの影響は
あったか（騒音、
悪臭、排水等によ
る周辺環境への悪
影響、女性の地位
へのプラスあるい
はマイナスの影
響、住民の生活、
社会の変化等）、
またその要因は何
か

・ジェンダー、民族、社会的階層の違いにより
異なったインパクトはあるか

農業省
専門家
C/P

聞き取り
質問票

インパクト



評価グリッド・調査結果表

政策支援の継続
（見込み）

・パイロットサイ
トにおけるプロ
ジェクトの成果、
教訓を他地域に広
げるための仕組
み、取り組みが担
保されているか

・中央・地方政府による土壌・水保全促進に関
する政策に変化はないか
・各州（region）における土壌・水保全推進の
位置付け

農業省
専門家
C/P

聞き取り ・2001年に策定された「Una Policai de Estado
para la Agricultura Chilena Periodo2000-2010」
等が政策支援継続の根拠となっている。
・ CADEPAの活動を広げていくためのプロ

グラム(GTT)があるため、自立発展性は高い
といえる。

・ 合同調整委員会、作業委員会が活動を継
続すれば自立発展性は高くなる。

・ INIAは研究機関であり、プロジェクト終
了後の関わり方に多少の心配がある。

活動を円滑に実施
するに足る組織能
力はあるか

・人材配置の適性度
・C/Pの定着度
・予算の確保、財政支援の継続性、優先順位の
変化
・実施機関である第8州農業省、INIAのオー
ナーシップ
・将来計画の意志決定の仕組み

農業省
専門家
C/P

資料レビュー
聞き取り
質問票

・INIAは、農家の利益を第一優先とした調
整を作業委員会メンバー間で密接に連携し
て実施してきており、このような関連機関
との調整においてイニシアティブを発揮し
ている。
・作業委員会において、プロジェクト終了
後もこの委員会の恒常的な活動の必要性を
何回か提起し、構成員も認識している。し
かしながら、プロジェクトの実施中という
こともあり、実務者レベルの作業委員会で
は具体的な動きまではつながりにくく、プ
ロジェクトの終了が近づいた時点で上部機
関である合同調整委員会で検討されるべき
事項として整理されている。従って、終了
時評価において重要な検討課題の一つにな
る。

技術の定着度 ・研修を受けたC/P は独自に住民を指導できる
レベルに達したか（するか）
・プロジェクトで用いた技術移転の手法は、対
象地域の技術レベル、社会的・慣習的要因に照
らし合わせて受容されつつあるか
・対象地域に移転された技術は他地域へ普及で
きる技術か。また、普及のメカニズムはプロ
ジェクトに取り込まれているか
・資機材は適切に維持管理されているか

農業省
専門家
C/P
住民（農民）
在庫管理台帳

聞き取り
質問票

・ C/Pの技術および農民への指導力に対する
評価は非常に高いといえる。

・ INIAの業績評価システム（研究・論文重
視）の問題もあり、プロジェクト終了後の
農民への技術移転についいてはINIA組織全

体およびC/Pの努力が要求される。

・ 他地域への普及と言う点で機械銀行の確
立が必要である。

その他 ・自立発展の促
進、阻害要因はあ
るか

・女性、貧困層、社会的弱者への配慮は十分で
あるか
・環境への配慮は十分であるか

農業省
専門家、C/P

聞き取り
質問票

・女性のみがメンバーとなっている「温室
グループ」の設立、CADEPA技術導入に
よって作業時間の短縮を実現し、新しい農
作物を導入したり、麦藁帽子を作ったりす
る時間が増えた。適切な社会配慮がなされ
ていると考えられる。

自立発展性



プロジェクト名：チリ住民参加型農村環境保全計画

プロジェクトサイト：ニンウエ区サン・ホセ 協力期間 : 2000年3月1日 ～ 2005年2月28日
ターゲット・グループ：サン・ホセの住民

指標データ入手手段

上位目標

土壌・水保全に関する有用な農業開発計画が、内陸乾燥地 区の農業開発計画 1　経済状況が安定している。

内陸乾燥地において小流域の土壌・水保全プログラムを の9つの区において作成される。 2　土地所有問題が、計画の実施において妨げ

通して持続的農業と貧困緩和が推進される。 　にならない。

プロジェクト目標

1　サン・ホセの最低30戸の農家が、CADEPAが改善・開発した 1　プロジェクト記録 1　農業省の農業政策が変わらない。

持続的農業開発のための、土壌・水保全の総合技術が、 　土壌保全技術を採用する。 2　急激な自然条件の変化がない。

第8州ニンウエ区の小流域において実証される。

2　サン・ホセの5つの最小流域において、各々2戸以上の農家が 2　プロジェクト記録

　小規模灌漑技術を取り入れる。

成果

小農が、CADEPAが改善・開発した土壌・水保全の技術

1 小流域レベルにおける適切な農業開発計画の策定 1-1 プロジェクト終了時までに、２個以上のモデル最小流域に 1-1 農業開発計画 導入に必要な補助・融資に、チリ政府のルールに従って

　　おける農業開発計画が作成される。（注１） アクセスできる。
1-2 2003年度末までに、農業開発計画の作成過程に参加した農家 1-2 プロジェクト記録(ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ記録)
    の割合が全体の60%を超える。(注２）

2 土壌と水保全の技術の改善 2-1 プロジェクト終了時までに、３個以上の土壌・水保全に関する 2-1 技術報告書

　　技術が改善・開発される。 2-2 プロジェクト記録

3 土壌と水保全の実施可能な総合技術の実証 3-1 プロジェクト終了時までに、土壌・水保全のための環境保全型 3-1 マニュアル、技術報告書(プロジェ

　　適正技術が試験圃場で実証され、４分野に関するマニュアルが 　クト記録）

　　取りまとめられる。

3-2 プロジェクト終了時までに、農民向けの技術パンフレットが 3-2 プロジェクト記録

　　５つ以上作成される。

活動

1 小流域における天然資源評価と農業開発計画の策定

1-1 水資源評価 専門家派遣 C/Pの指名 以下の機関が、それぞれの立場で、プロジェクトへの

1-2 社会経済調査 1)　長期専門家 （各長期専門家、短期専門家について 協力に合意する。

1-3 土壌浸食調査 　チーフアドバイザー 　は適宜） (AGCI, ODEPA, SEREMI, INIA, INDAP, CNR, SAG,
1-4 農業開発計画 　業務調整員 責任者の任命  CONAF,ニンウエ区役所)

　灌漑／水資源 （プロジェクト長、プロマネ）

　土壌管理

　営農／栽培 補助員の配置

2 土壌と水保全の技術の改善 2)　短期専門家

2-1 小規模節水灌漑技術の改善 　地下水調査、物理探査 予算の割当て

2-2 水資源開発技術の改善（表流水、地下水） 　小規模灌漑（節水、点滴） （実証試験圃の費用を含む）

2-3 土壌管理・保全技術の改善 　土壌物理学、土壌化学、GIS 前提条件
　栽培、営農、開発経済 事務所、施設（5名用）

　プロジェクト経済評価

　住民参加型調査・立案手法

3 総合技術の確立 　その他必要な専門家

3-1 土壌・水保全および有効利用技術の実証 機材供与

3-2 土壌・水保全に関するマニュアルの作成 日本へのC/P研修

（注１）最小流域(MMC)：最小流域の境界は、農民参加の状況によって地形的な境界とは多少異なる可能性がある。

（注２）農民の参加率は、次の３つの活動の全てに一度は参加する数で計算される。①CADEPAの研修コース、②PECAの現地見学、③CADEPA関連技術を採用するための支援プログラムへの申し込み。

投入

日本側 チリ側

プロジェクト・デザイン・マトリックス（PDM2） : 改訂版

プロジェクトの要約 指標 外部条件





3-1-(2)   　活動計画表(PO2)

活動 期待される効果 責任機関
1 2 3 4 5 人的資源 資機材 経費

Ⅰ　ベースライン調査 ・農家の営農状況、栽培技術、土地利
用状況、土壌・水資源の実態が明らか
になる。

C/P：8名
事務関係：2名

1. 農家調査（営農調査）

1) 農村経済社会調査 -----
2) 作物生産技術現況調査 -----

2. 土壌基礎調査

1) 土壌浸食被害の現況調査   --
2) 土壌管理・保全技術現況調査   --
3. 水資源基礎調査

1) 水資源利用現況調査 -----
2) 小規模灌漑技術現況調査 -----
Ⅱ　小流域における天然資源評価
と農業開発計画

・土壌・水資源の評価を基に小区にお
ける住民参加型の適正な農業開発計画
が作成される。

1. 水資源評価 　
1) 地形図の作成 --
2) 気象調査 ----- ----- ----- ----- -----
3) 地表水ー河川、渓流調査 ----- ----- ----- ----- -----
4) 地下水調査

　　物理探査  ----
　　地下水調査  ----
　　試錐調査 ----
　　水収支計算 ----
2. 社会経済調査（小流域）

1) 社会的・地理的条件調査  ----
2) 農家経済、経営状況調査  ---- ---- ----
3) 栽培技術力調査  ----
4) 作物栽培データ整理  ---- ---- ----
3. 土壌浸食度調査

1) 土壌浸食被害状況調査 ----- ----- ----- -----
2) 土壌浸食プロット試験および解析   ---- ----- ----- ----- -----
　プロット試験準備   ----
　ガリ調査準備   ----
　解析   ---- ----- ----- -----

4. 農業開発計画

1) 水資源利用計画の策定 ----- ----
2) 水資源適地選定図の作成 ----- ----- -----
3) 土壌図（土壌改良、施肥）の作成   ---- ----- ----- ---
4) 営農モデルの作成 ----- ----- ---
5) 栽培カレンダーの作成 ----- ----- ---
6) 土地利用計画 　 　 ----- ---
7) 土壌保全緑化計画 ----- ----- ----- ---
8) 事業実施計画 ----- ---
9) 機械利用ｸﾞﾙｰﾌﾟの設立支援 ----- ----- ----- ---

測量試験器、
土壌浸食測定装置

プロット設置
ガリの実測のための集
水路
沈砂池の設置

「1プロット－計3タイプ、傾斜

度2タイプ　合計6プロット」

タイプ1：自然草地

タイプ2：慣行耕法（ﾊﾞﾙﾍﾞｯﾁｮ

荒起）
タイプ3：不耕起耕法

等高線栽培の栽培効果の測定な
ど

・地域の土壌浸食度が解明される。 INIA、JICA
ニンウエ区

土壌管理（長期）
土壌物理（短期）
C/P

航空写真解析と地形図の作成、
水文地質調査、試錐調査など
は、現地コンサルに依頼。
GIS（C/P研修）

測量機器（C/P研修）

物理探査（C/P研修）

・サンホセ地区の社会経済状況、農家
の営農状況の実態が明らかになる。
・サンホセ地区の農家の栽培作物、栽
培技術力、意向が明らかになる。
・データ、研究成果の確認

INIA、JICA
ニンウエ区

営農/栽培（長期）

営農、開発経済、住民
参加型調査立案
（短期3名）

C/P

車両
統計資料
分析用パソコン

・水系図、流出量調査
・湧水調査、物理探査､試錐探査、地
下水位観測、水収支解析
・地表水、地下水資源の賦存量が明ら
かになる。

気象観測機器
測量機器
水質調査器
物理探査器
車両
統計資料
分析用パソコン

航空写真解析
1/5,000地形図の作成

水文地質調査
湧水調査
試錘調査
揚水調査

・小流域内の水資源利用問題、灌漑技
術レベルが明らかになる。

INIA、JICA
ニンウエ区

灌漑/水資源（長期）

C/P
車両
統計資料
分析用パソコン

調査、分析費

・小流域内の土壌浸食問題、土壌管
理、土壌保全技術のレベルが明らかに
なる。

INIA、JICA
ニンウエ区

土壌分析機器
車両、統計資料
分析用パソコン

備考実施スケジュール

・ニンウエ区内農家の社会経済問題、
栽培技術レベルが明らかになる。
・ニンウエ区における社会経済状況お
よび営農状態が明らかになる。
・ニンウエ区において作物、これらの
栽培技術力、農家の要望が明らかにな
る。
・これらの調査結果の確認

INIA、JICA
ニンウエ区

開発経済
営農
住民参加型調査立案
（短期3名）

C/P

車両
統計資料
分析用パソコン

調査、分析費 農家基本台帳の作成

土壌管理（長期）
C/P

INIA、JICA
ニンウエ区

灌漑/水資源（長期）

GIS（短期）

地下水調査（短期）
物理探査（短期）
C/P

投入

調査、分析費

調査、分析費 （C/P研修）土地利用計画

地下水
物理探査
農業機械ほか

・依存量（必要量ー不足水量）の算出
・ニンウエ区の表流水、地下水の適地
が選定され、今後の計画に広く、利用
される。
・地域の条件に適する農業開発計画が
作成される。
・営農技術の向上のために、土壌図や
栽培カレンダーが広く利用される。
・緑化により、土壌や水保全に貢献す
る。
・農業機械を運転できる農家が増え
る。
・畜力不耕起播種機の共同利用グルー
プができる。
・資源の有効利用が、貧困緩和和に貢
献する

INIA、

CONAF
JICA
ニンウエ区

灌漑/水資源（長期）

土壌管理（長期）
営農/栽培（長期）

（短期）地下水、物理
探査、土壌化学分析、
営農、農業機械他
C/P

物理探査機
土壌分析器
農業機械など



活動 期待される効果 責任機関
1 2 3 4 5 人的資源 資機材 経費

Ⅲ　土壌・水保全技術の改善 ・小規模灌漑技術、水資源開発技術、
土壌管理・保全技術が改善される。

1. 小規模灌漑技術の改善
1) 点滴灌漑技術 ----- ----- -----

2. 水資源開発技術の改善
　　（表流水、地下水）
1) 小規模溜池 ----- ----
2) 地下水灌漑 ----
3) ポンプ電源への太陽エネル

ギーの利用技術

----- ----- ----- ----- ----

３．土壌管理・保全技術の改善
1) 不耕起栽培技術  --- ----- ----- --
2) 作物に適した施肥技術  --- ----- ----- --
3) 果樹・豆類の土壌改良技術  --- ----- ----- --
4) 作物残渣の堆肥化技術 ----- ----- --
Ⅳ　総合技術の実証・マニュア
ル作成

・総合技術の実証により、マニュアル
が作成され、小流域レベルでの適正な
農業開発計画手法が確立される。

1. 土壌・水保全および有効技

術の実証
1) 果樹栽培灌漑技術 ----- ----- ----- ----- -----
2) 溜池・地下水利用技術 ----- ----- -----
3) 野菜などの灌漑技術  --- ----- ----- ----- -----
4) 不耕起栽培技術  ---- ----- ----- -----
5) 作物に適した施肥技術  ---- ----- ----- -----
6) 果樹・豆類土壌改良技術  ---- ----- ----- -----
7) 作物残渣の堆肥化技術 ----- ----- -----
8) 新規作物選定・栽培技術 ----- ----- ----- -----
9) 不耕起栽培輪作体系技術 ----- ----- ----- -----
10) 高品質安定生産技術 ----- ----- ----- -----
11) 持続的農業生産技術 ----- ----- ----- -----
2. 土壌水保全に関するマニュア

ルの作成
1) 調査・計画・評価 ----- ----- ----- -----
2) 灌漑/水資源 ----- ----- ----- -----
3) 土壌管理 ----- ----- ----- -----
4) 営農/栽培 ----- ----- ----- -----

溜池用地が必要となる。

灌漑/水資源、土壌管

理、営農/栽培（長期）

土壌物理、土壌化学
（短期）
C/P

農業機械
土壌分析機材
車両
統計資料
分析用パソコン

調査、分析費 土壌保全（C/P研修）

農業機械（C/P研修）

土壌化学分析（C/P研修）

持続的農業（C/P研修）

・溜池の経済的な設計技術
・表流水、地下水（浅層、深層）の利
用計画
・表流水の集水技術
・地下水利用灌漑施設設計
・太陽エネルギーの利用技術が改善さ
れる。

INIA
INDAP
CNR
JICA
ニンウエ区

・小流域に適した土壌管理・保全に関
する技術が開発、改善される。

INIA
INDAP
JICA
ニンウエ区

備考

・点滴灌漑の確立 INIA
JICA
ニンウエ区

営農/栽培（長期）

灌漑/水資源（長期）

点滴灌漑（短期）、C/P

土質試験装置

農業機械
土壌分析機材
栽培・種苗施設
栽培用資機材
車両
統計資料
分析用パソコン

実施スケジュール 投入

灌漑/水資源（長期）

ため池築造技術（短
期）
C/P

揚水ポンプ
土質工学分析機器
車両
統計資料
分析用パソコン

地質ボーリング
原位置試験
ため池施工

果樹栽培の灌漑効果の実証に
は、時間がかかるため、渓流
取水などで試験を初年度から
実施。

・実証された技術が、マニュアルを通
して紹介される。
・視聴覚機材を利用した講習会、研修
会、セミナーが開催され、開発された
技術が、他の地域へ波及する。

INIA
SEREMI
INDAP
JICA
ニンウエ区

全ての日本人専門家お
よびC/P

視聴覚機材 マニュアル製本、教材
作成費
講習会開催に係る費用

・小流域内における水源が確保され、
果樹・野菜栽培などへの利用が確立さ
れる。
・湧水および浅層地下水の利用技術が
確立される。
・作物に適した施肥、土壌改良技術、
有機質などの資源利用が確立される。
・新規作物が導入される。
・野菜とブドウ・ワインの品質が向上
する。

INIA
SEREMI
INDAP
CNR
SAG
CONAF
JICA
ニンウエ区

灌漑/水資源（長期）

土壌管理（長期）
営農/栽培（長期）

土壌物理（短期）
土壌化学（短期）
C/P











3－2 (2) プロジェクト実施期間中に作成された成果品 
 
灌漑／水資源分野 

分野 成果品名 内      容 作成年 

灌漑／  
水資源 
 
 
 
 
 

地形図 

水資源調査報告書 
 
 

農民向けパンフレット 

点滴灌漑模型 

水質調査報告書 

水資源適地選定図 

プロジェクト地域の地形図（1/5000） 

水資源適地選定図の現況調査報告書（1地区） 
同     上   （2地区） 

      同     上   （3地区） 

乾燥地域の農家のための灌漑システム 

点滴灌漑の移動用研修機材 

サンホセ地区92箇所の浅井戸水質調査結果 

ニンウエ区の10地区の水資源開発適地選定図 

2001年

2001年
2002年
2003年

2003年

2003年

2003年

実施中 

全体 
 

土地所有図 

農業開発計画書 

サンホセ地区の全体土地所有状況図 

2MMCの農業開発計画策定結果 

2004年

実施中 

 
土壌管理分野 

分野 成果品名 内      容 作成年 
土壌管理 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

畜力牽引型5条不耕起播種機 
 

畜力牽引型2条不耕起播種機 
 

畜力牽引型残渣処理機（草刈機）

 

ニンウエ区土壌図（土壌改善、

施肥改善）2001年度 

ニンウエ区土壌図（土壌改善、

施肥改善）2002年度 

ニンウエ区土壌図（土壌改善、

施肥改善）2003年度 

ニンウエ区北部の土壌の性質 
 

森林化適地図（含む報告書） 
 

小麦わらの堆肥化技術及び地域

の有機物資源 
 

トラクタの運転と維持管理 
 

藁排除機構付きの小麦又はエンドウ、レンズマメ用の

不耕起播種機。5条役牛2頭引き。 

藁排除機構付きの小麦又はエンドウ、レンズマメ用の

不耕起播種機。2条馬又は役牛引き。 

不耕起播種整地用、雑草又は刈り株処理機 
役牛2頭ひき、刈り刃部動力はエンジン 

ニンウエ区の農耕地34,000haの100haに1点の土壌調

査結果（2001年度実施分） 

ニンウエ区の農耕地34,000haの100haに1点の土壌調

査結果（2002年度実施分） 

ニンウエ区の農耕地34,000haの100haに1点の土壌調

査結果（2002年度実施分） 

上記 2001 年度分を土壌の種類の観点からまとめた専

門家報告 

サンホセ地区の森林の変遷と傾斜区分等を基準にした

森林化適地についての報告 

小麦わらと鶏糞による促成堆肥の作成法およびサンホ

セ農家と周辺地域にある土壌施用可能な有機物資源の

調査結果 

90馬力トラクタの運転及び維持管理法のマニュアル 
 

2002年
 

2002年
 

2003年
 

2001年
 

2002年
 

2003年
 

2002年
 

2002年
 

2003年
 
 

2002年
 



2003年度不耕起栽培小麦収量 
 

MMC土壌区分図 
 

MMC 土地利用推奨図 

2003 年度不耕起栽培小麦の各農家ごとの収量及び収

量構成要素の分析結果と今後の技術対策を示した資料 

モデルMMC について 5ha に 1 点の割合で行った土壌

調査結果。推奨土地利用区分策定用資料 

モデルMMCについて、土壌区分、傾斜区分等により

策定した推奨土地利用区分図 

2003年
 

2003年
 

2003年

全体関連 2004 年機械銀行作業データ管

理プログラム 
データベースソフト ACCESS を用いた機械銀行によ

る不耕起栽培作業データ管理用プログラム 
2004年

 
営農／栽培分野 

分野 成果品名 内      容 作成年 

営農／ 
栽培 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ニンウエ・サンホセ地区の現状

麦作聞き取り調査結果 

農民から INDAP計画への需要 
 

不耕起栽培テキスト 

栽培カレンダー (1) 
 

栽培技術マニュアル (1)  

小規模農工業現状調査 
 

栽培技術・経済性調査 

MMC生活実態調査 

果樹野菜栽培実態調査 
 

栽培カレンダー (2) 

サンホセ生活実態調査 

栽培技術マニュアル (2) 

営農モデル作成 

栽培カレンダー (3) 

栽培技術マニュアル (3)  

イチゴ栽培技術調査 

戸別営農計画作成 

栽培営農関連基礎資料 

サンホセにおける麦作の現状調査結果 

サンホセ農民がどのような分野で INDAP 支援を要望

しているのかの調査結果 

農民への説明資料 

栽培カレンダー（穀物、牧草、アグロフォレストリー

編） 

栽培技術解説（穀物、牧草、アグロフォレストリー編） 

小流域における傾斜地の土壌改善、ワイン事業、小規

模農工業の現状及び予測調査 

各種作物の栽培コスト、販売値段の調査 

2MMCの生活営農実態に関する聞き取り調査 

CADEPA 全域の農家における果樹野菜栽培の実態調

査結果 

栽培カレンダー（果樹編） 

CADEPA全域における生活営農実態調査 

栽培技術解説（果樹編） 

類型別営農モデル作成 

栽培カレンダー（野菜編） 

栽培技術解説（野菜編） 

内陸乾燥地におけるイチゴ栽培実態技術調査 

2MMCの戸別営農計画の作成 

2001年

2001年

2002年
 

2002年

2003年
 

2003年

2003年
 

2003年

2003年

2004年
 

2004年

実施中 

2004年

2004年

実施中 

実施中 

実施中 

実施中 



全体 ベースライン調査 

技術移転プロジェクト 

土壌水資源保全要旨集 

灌漑・資源保全技術移転 (1) 

技術移転手法 

灌漑・資源保全技術移転 (2) 

国の資金支援制度 

専門家活動報告 

サンホセ農村経済社会調査 

CADEPAプロジェクトの技術移転手法を紹介 

土壌水資源保全に関する国際研修 

灌漑技術・資源保全技術の移転 

CADEPAプロジェクトの技術移転手法紹介 

灌漑技術・資源保全技術の移転 

各政府機関の支援制度の紹介 

長短期専門家の活動報告 

2000年

2001年

2001年

2001年

2002年

2002年

2002年

2002年

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



3－2 (2) 農民向け技術パンフレットの作成計画 
 

タイトル 担当者 
1 貯水タンクの建設 

Construcción de estanques para acumulación de agua 
O.Lagos / 奥田 

2 水資源と維持管理（浅井戸、点滴灌漑） 
Fuentes de agua, cuidado y mantención (pozos noria, vertientes punteras) 

O.Lagos/ 
H.Uribe 

3 果樹への灌漑 
Riego en frutales 

H.Uribe/ 
O.Lagos / 奥田 

4 ガリ防止対策の実践（圃場排水溝を含む） 
Práticas para la recuperación de cárcavas (incluye curvas a nivel) 

J. Carrasco/ 
J.Riquelme/  
吉川 

5 畜力播種機の操作と調整 
Operación y regulación de la maquinaria cero labranza de tiro animal 

J.Riquelme / 
吉川 

6 トラクター牽引播種機の操作と調整 
Operación y regulación sembradora de cero labranza tirada por tractor 

J.Riquelme / 
吉川 

7 乾燥地の牧草地 
Praderas de secano 

F.Fernández / 
松谷 

8 小麦の不耕起栽培 
Cultivo del trigo en cero labranza 

C.Ruiz / 
N.Rodríguez / 
A.Pedreros /  
松谷 

9 マメ科作物、レンズマメ、エンドウ、ソラマメ 
Leguminosas de grano, lentejas, arvejas, habas 

J.Tay / 松谷 

10 温室の建設と栽培品種 
Invernadero, construcción, especies 

M.I.González /  
松谷 

11 オリーブの剪定 
Poda de olivos 

A.Lavín / 松谷 

12 土地利用計画と記帳 
Planificación y registros prediales 

A.Engler /  
R.Velasco / 
松谷 

 



農民グループ聞き取り 
 
集まったメンバー 男性 6 名女性 4 人 

全員が PDM 成果 1-2 の指標すべてを満たしている。 
婚姻状況 8 名既婚、2 名独身 
土地面積 0.5ha～55ha（賃貸含む） 
土地利用 小麦、野菜、豆類等 
水の獲得方法 主に浅井戸 
土壌破壊に対する
認識度、 
バルベッチョ農法
の実践について 

認識度は高く、サンハ、ユーカリ等在来種の植林などを実施している。 

収入源 農業、給与、商業、年金、補助金等 
販売ルート 10 名のうち 2 名がキリウエの市場で野菜、麦藁帽子等を販売している。 
CADEPA を知った 
時期・きっかけ 

2000 年に 2 名、2001 年に 8 名が住民集会で知った。 

CADEPA にかかわ
る活動内容 

コース受講（機械銀行関連：男 3 名、溶接：男 2 名、機械整備：男 4 名、オ
リーブ加工：男 4 名・女 2 名、養蜂：女 2 名、除草：全員、侵食対策：全員）
プログラムの実施（土壌改良、不耕起栽培、サブソイラー、ガリ防止策、以
上全員が実施） 
CADEPA が作成した栽培カレンダー、トラクター整備等の情報を活用してい
る。 

CADEPA に関わる 
／関わらない動機 
・理由 

土壌の保全、生産の向上、結果としての収入の向上等 

新規技術導入の際 
のリスク不安の有 
無 

他の人の成果を確認して実施した。最初に実施した農家（ミゲル氏）はテレ
ビで不耕起栽培を知り、実際に見学を行い納得したうえで不耕起栽培を導入
した。 

CADEPA 推薦技術 
導入による生産高、
収入の変化 

小麦の収穫量が 1ha あたり 1.0～2.0 トンであったのが、CADEPA による技術
導入後に 2.0～3.5 トンになった。少量を販売している。 

問題点の解決ルー 
ト 

これまで播種機の調整等の問題があったが日本人専門家、機械銀行カロリー
ナ氏、INIAクラウディオ氏が解決策を指示してくれた。また、各自がCADEPA
の研修コース等に参加し、独自に問題解決に当たってきた。住民同士の情報
の交換もある。 

近隣との付き合い 
や組織的活動への 
参加 

毎月第 2 水曜日に開催される住民集会に参加している。サンホセ地区の住民
集会には 81 家族が属しており知識や技術の有効な波及手段となっている。

将来構想、希望、課 
題、その他 

・ 不耕起栽培の導入で自由時間が増加したため、温室栽培、養蜂、ブドウ
栽培等を始めた。 

・ トラクター、コンバイン等の機械の訓練コースに参加したい（男性 2 名）。
・ ジャム、ケーキ、缶詰、健康的な野菜料理等のコースを開いて欲しい。

また、販売ルートを開拓して欲しい（女性）。 
・ 今後、水の確保が課題となる。 
・ ほとんどすべての農家が CADEPA による技術の導入に興味を示してい

るが、土地の形態、高齢などの理由で活動に参加できない農家もある。
・ 牧草の質・量が向上したため家畜の成育が向上した。また羊の頭数が増

加した。 
・ 不耕起栽培の研修でボリビア、パラグアイに行った（それぞれ男女 1 名）。

 



農民グループ聞き取り 
 
集まったメンバー 男性 6 名女性 4 人 

全員が PDM 成果 1-2 の指標すべてを満たしている。 
婚姻状況 8 名既婚、2 名独身 
土地面積 0.5ha～55ha（賃貸含む） 
土地利用 小麦、野菜、豆類等 
水の獲得方法 主に浅井戸 
土壌破壊に対する
認識度、 
バルベッチョ農法
の実践について 

認識度は高く、サンハ、ユーカリ等在来種の植林などを実施している。 

収入源 農業、給与、商業、年金、補助金等 
販売ルート 10 名のうち 2 名がキリウエの市場で野菜、麦藁帽子等を販売している。 
CADEPA を知った 
時期・きっかけ 

2000 年に 2 名、2001 年に 8 名が住民集会で知った。 

CADEPA にかかわ
る活動内容 

コース受講（機械銀行関連：男 3 名、溶接：男 2 名、機械整備：男 4 名、オ
リーブ加工：男 4 名・女 2 名、養蜂：女 2 名、除草：全員、侵食対策：全員）
プログラムの実施（土壌改良、不耕起栽培、サブソイラー、ガリ防止策、以
上全員が実施） 
CADEPA が作成した栽培カレンダー、トラクター整備等の情報を活用してい
る。 

CADEPA に関わる 
／関わらない動機 
・理由 

土壌の保全、生産の向上、結果としての収入の向上等 

新規技術導入の際 
のリスク不安の有 
無 

他の人の成果を確認して実施した。最初に実施した農家（ミゲル氏）はテレ
ビで不耕起栽培を知り、実際に見学を行い納得したうえで不耕起栽培を導入
した。 

CADEPA 推薦技術 
導入による生産高、
収入の変化 

小麦の収穫量が 1ha あたり 1.0～2.0 トンであったのが、CADEPA による技術
導入後に 2.0～3.5 トンになった。少量を販売している。 

問題点の解決ルー 
ト 

これまで播種機の調整等の問題があったが日本人専門家、機械銀行カロリー
ナ氏、INIAクラウディオ氏が解決策を指示してくれた。また、各自がCADEPA
の研修コース等に参加し、独自に問題解決に当たってきた。住民同士の情報
の交換もある。 

近隣との付き合い 
や組織的活動への 
参加 

毎月第 2 水曜日に開催される住民集会に参加している。サンホセ地区の住民
集会には 81 家族が属しており知識や技術の有効な波及手段となっている。

将来構想、希望、課 
題、その他 

・ 不耕起栽培の導入で自由時間が増加したため、温室栽培、養蜂、ブドウ
栽培等を始めた。 

・ トラクター、コンバイン等の機械の訓練コースに参加したい（男性 2 名）。
・ ジャム、ケーキ、缶詰、健康的な野菜料理等のコースを開いて欲しい。

また、販売ルートを開拓して欲しい（女性）。 
・ 今後、水の確保が課題となる。 
・ ほとんどすべての農家が CADEPA による技術の導入に興味を示してい

るが、土地の形態、高齢などの理由で活動に参加できない農家もある。
・ 牧草の質・量が向上したため家畜の成育が向上した。また羊の頭数が増

加した。 
・ 不耕起栽培の研修でボリビア、パラグアイに行った（それぞれ男女 1 名）。

 



耕作地の利用改善について 

 

１．輪作体系 

従来はバルベッチョ小麦栽培を中心とした営農であり、前年の 7～9 月（雨期の終期）に反転耕

起し、そのまま放置して翌年 4 月末（雨期の始期）に再び耕起・砕土を行う（表－1）。このため

土壌流亡が激しく、土地の生産力が低くなっている。また、作付けが 2 年に跨ることも土地生産

性を更に低いもの（小麦平均収量 1,400Kg/Ha/18 カ月）としている。さらに土壌の肥沃度維持と連

作障害を回避するために 3 年あるいは 4 年周期で土地を耕作してきた。土地は緩傾斜地から急傾

斜地まで広く利用され、土壌流亡の原因になっている。 

表－1  バルベッチョ方式による穀物生産（小麦－小麦の場合） 

 Ene Feb Mar Abr May Jun Jul Ago Sep Oct Nov Dic

 乾期 雨期 乾期 

1 年目  第一回耕起  

2 年目  耕耘・播種 小麦の生育 収

3 年目 穫  第二回耕起  

4 年目  耕耘・播種 小麦の生育 収

CADEPA プロジェクトが導入した不耕起栽培を主体とする輪作体系は緩傾斜地を利用して、以

下のような土地利用とマメ科作物の導入が土壌改良と共に収益を生むとしてエンドウマメやレン

ズマメを推奨している。 

小麦 →  エンバク  → （マメ科作物）  →  

小麦 → （エンバク）  →   マメ科作物   →  

小麦  → マメ 科作物  →  （エンバク）   →  

小麦 → （マメ科作物） →    エンバク    →  

小麦 → ウァルプトラ →  ウァルプトラ  →       (ウァルプトラ)       →  

小麦 → ライグラス   ＋    クローバー   → (ライグラス ＋ クローバー) →  

表－2 不耕起栽培輪作体系による穀物生産（小麦―エンドウマメーエンバクー小麦の例） 

 Ene Feb Mar Abr May Jun Jul Ago Sep Oct Nov Dic 

 乾期  雨期 乾期 

1 年目  
サブソイラー/

小麦播種 
小麦の生育 収

2 年目 穫  
エンドウ 

播種 
エンドウ生育 収穫  

3 年目  
エンバク 

播種 
エンバクの生育 収

4 年目 穫  
サブソイラー/

小麦播種 
小麦の生育 収



２．急傾斜地の利用変換 

急傾斜地利用を小麦等耕作地から土壌流亡の少ない果樹園・牧草地・樹林地へ切り替える。こ

のことによる当面の収入減を不耕起栽培による増収、果樹栽培や温室栽培による収入増でまかな

う。 

 

 

 

 

 



灌漑・水資源分野の技術的課題 
【参考 1 】浅井戸の水質汚染状況（調査数：92） 
1) 硝酸塩（Nitratos） 
〔基準〕44.3mg/l（N-NO3）以下  〔結果〕・0.1～47.28mg/l(平均 6.69mg/l) 

・1 つの井戸で基準をオーバー 

2) 大腸菌(Coliformes) 
〔基準〕検出されないこと      〔結果〕・81 の井戸(88%)で大腸菌を検出 

・総大腸菌数の平均が 105/100ml 
（注）基準は飲料水向け。灌漑用の大腸菌基準は 1,000/100ml 以下。 
【参考 2 】果樹、温室野菜栽培農家の増加 
1) 果樹 
・ｵﾘｰﾌﾞ：10 戸（灌漑）、31 戸（非灌漑） ・ﾘﾝｺﾞ：58 戸 ・ﾅｼ：38 戸 ・ﾏﾙﾒﾛ：62 戸 
・ｲﾁｺﾞ：4 戸 ・ｻｸﾗﾝﾎﾞ：30 戸 
2) 温室野菜(戸数) 
・大型温室：4 戸＋2 ｸﾞﾙｰﾌﾟ ・小型温室：43 戸 

【これまでの経過】 
1) 当初の考え方 
・溜池や深井戸を核にした水資源の共同利用方式 
 （P 目標の指標：5 つの小区で灌漑施設の導入） 
 
2) 中間評価時の整理 
・深井戸、溜池の可能性は低い 
・水資源の共同利用は住形態、社会的条件から困難 
・浅井戸の改善を主体とした水資源利用を推進 
 
3) その後の状況 
・浅井戸を主体とした灌漑施設の整備 
・浅井戸の水質汚染 
・水資源開発の取り組み(溜池の新設、深井戸のボーリング) 
・灌漑利用の果樹栽培の拡大 
・断層破砕帯をベースとした地下水賦存状況の推測 
 

【技術的課題】 
・浅井戸の水質汚染対策 
・溜池の有効性確認 
・深井戸の可能性 
・地下水探査データの解析技術 
・内陸乾燥地の水資源調査手法 

・ローカルエネルギーの活用 
 
 

【参考 3 】浅井戸、深井戸、溜池のコスト比較 
1) 浅井戸 

・構造：H=5m,D=1m、揚水可能量：平均 0.08 ㍑/s(0.01～0.54 ㍑/s) 
・総コスト： 760,000$（試験経費等を含む） ・開発単価(オリーブ)：400,000$/10a 
2) 深井戸（PECA の事例） 
・構造：H=38m,D=0.11m、揚水可能量：平均 0.09 ㍑/s 
・総コスト： 2,600,000$（試験経費等を含む）・開発単価(オリーブ)：1,200,000$/10a 
3) 深井戸（INDAP のマニュアル） 

・構造：H=50m,D=0.16m、揚水可能量：平均 5.0 ㍑/s 
・総コスト： 5,510,000$（試験経費等を含む） ・開発単価(オリーブ)：46,000$/10a 
4) 溜池（INDAP のマニュアル） 
・構造：V=6,000m3、水利用可能量：平均 0.31 ㍑/s 
・総コスト： 6,140,000$                     ・開発単価(オリーブ)：560,000$/10a 

 



不耕起栽培体系と技術的課題 
【技術体系】 
（１）サブソイラーなし 
  鶏糞散布 → 除草剤散布 →（種子消毒）施肥・播種 → 追 肥 → 除草剤散布 → 刈り取り・収穫 
                  （当該年の 4～5 月） 
（２）サブソイラーあり 
  サブソイラー → 砕 土 → 鶏糞散布 → （種子消毒）施肥・播種 → 追 肥 → 除草剤散布 → 刈り取り・収穫 
                                    （当該年の 4～5 月） 
（参考）バルベッチョ耕法 

反転耕起 →（放 置）→ 反転耕起 → 砕 土 → 施肥・播種 → 覆土・鎮圧 → 刈り取り・収穫 
（前年の 8～9 月）      （当該年の 4～5 月） 

【資材投入ほか】 
・播種量：180kg/ha 
・播種時の施肥量：N:40～50kg/ha、P2O5: 50～60kg/ha 
・追肥量：N:80～100kg/ha,K2O: 40～50kg/ha,S:20 kg/ha 
・りん酸質肥料：15ppm まで改良（INDAP 補助） 
・鶏糞投入量：12t/ha 
・除草剤（播種前）：Roundup 2.5～5.0lts/ha 
・除草剤（播種後）：Ally,Logran,Topik,Citroliv 

 
・種子消毒：Raxil 150g/100kg 
・播種間隔：18cm 
・ サブソイラー：深さ 40～50cm、間隔 60～120cm 
         作業方向～等高線 
・排水路設置：深さ 10cm,間隔 30m(標準) 
・有機質資材投入：ワラ、鶏糞(表面散布) 
・標準的な輪作体系：小麦→豆類またはエンバク 

→マメ科牧草→小麦 
〔目標収量〕3.5t/ha 

【技術的課題】 
・サブソイラーの効果、施工年間隔 
・播種量、播種深度、施肥量、播種時期 
・除草剤の種類、量、時期 
・鶏糞散布技術、鶏糞投入効果 

・コストの低減 
・土作りへの効果 
・緑肥栽培との組み合わせ 
・湿害対策 
・輪作体系、サイクル 
・畜力播種機の改良 

【利用する農業機械】 
・10 条播種機(トラクター) 

・7 条播種機(トラクター、畜力) 

・5 条播種機(畜力) 

・薬剤散布機(トラクター、人力) 

・サブソイラー(トラクター) 
・ハロー(トラクター) 
・コンバイン 
・トレーラー 
・トラクター 
 
 
 
 

 



農業機械銀行運営協議会 農業機械銀行（BM-SanJose）  

                                               農作業の受託 
                                               農業機械の維持管理 

  〔構成員〕 INIA、INDAP 
   サンホセ住民組合、BM-SanJose 
   〔役割〕・BM-SanJoseの自立支援 

と運営指導

 

サンホセ農業機械銀行の設立構想 
 

                 【農業機械の所有者はINIA-QUILAMAPU】 
 

 
 CADEPA（JICA/INIA）  

 
                                               プロジェクト終了後も農業機械をニンウエINIAが所有 
 
 INIA-QUILAMAPU  
 
                                               農業機械を農業機械銀行に無償貸付け 
                                                         公正な経理指導 INIA-QUILAMAPU  

                                                                                       

 
 
 サンホセ地区  ニンウエ区内他の地区  

 
 
 
 
 利用農家  利用農家  利用農家  利用農家  利用農家  
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